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様 式 第 ５ 号 (第 １ ５ 条 関 係 ) 

審議会会議録  
審 議 会 等 の  
名 称  

第 １ 回  瑞 穂 市 総 合 計 画 等 評 価 審 議 会  

開 催 日 時  
平 成 ２ ８ 年 ９ 月 ２ ９ 日 (木 曜 日 ) 
午 後 ６ 時 ０ ０ 分 か ら ８ 時 ３ ０ 分  

開 催 場 所  総 合 セ ン タ ー  第 ４ 会 議 室  

議 題  
・ 「 瑞 穂 市 ま ち ・ ひ と ・ し ご と 創 生 総 合 戦 略 」 の 平 成
２ ７ 年 度 実 績 の 評 価 に つ い て  

出 席 委 員  
欠 席 委 員  

 
出 席 委 員  １ １ 名  
畦 地 真 太 郎 会 長 、 太 田 定 敏 副 会 長 、 浅 野 楔 雄 委 員 、  
大 森 宗 委 員 、 川 角 玄 委 員 、 小 寺 徹 委 員 、  
広 瀬 英 昭 委 員 、 福 田 康 晴 委 員 、 麓 英 里 委 員 、  
吉 田 明 貴 子 委 員 、 吉 田 敏 之 委 員  
 

欠 席 委 員  １ 名  
椙 浦 良 子 委 員  
 

公 開 ・ 非 公 開  
の 区 分  
(非 公 開 理 由 ) 

公 開   ・   非 公 開  

傍 聴 人 数  ０ 人  

審 議 の 概 要  

開  会  

【 事 務 局 】  
 ・ 委 員 総 数 １ ２ 名 に 対 し 過 半 数 を 超 え る １ １ 名 の 出

席 が あ り 、 瑞 穂 市 附 属 機 関 設 置 条 例 第 ８ 条 第 １ 項
に 基 づ き 会 議 が 成 立 し て い る こ と を 宣 言 し た 。  

 ・ 本 会 議 に つ い て 瑞 穂 市 審 議 会 等 の 設 置 、 運 営 等 に
関 す る 要 綱 第 １ １ 条 に よ り 原 則 公 開 す る こ と を 各
委 員 に 確 認 し 了 承 を 得 た 。 （ 傍 聴 者 希 望 者 無 し ）  

 
 
委 嘱 状 交 付  

 ・ 出 席 の １ １ 名 に 委 嘱 状 を 交 付 し た 。  
 
 
市 長 あいさつ 

 
 
委 員 自 己 紹 介  
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瑞 穂 市 総 合 計 画 等 評 価 審 議 会 につ いて 

【 事 務 局 】  
 ・ 資 料 ① （ Ｐ １ ～ １ ４ ） を 用 い 、 第 ２ 次 総 合 計 画 、

瑞 穂 市 ま ち ・ ひ と ・ し ご と 創 生 総 合 戦 略 及 び 本 審
議 会 の 概 要 に つ い て 説 明 を 行 っ た 。  

 
【 Ｋ 委 員 】  
 ・ 本 審 議 会 が 取 り 組 む 事 項 は 、 市 か ら 示 さ れ る 目 標

指 標 に つ い て 評 価 す る だ け な の か 、 審 議 会 の 希 望
に よ り 調 査 を 実 施 す る こ と も で き る の か 。 ま た 、
評 価 は ど の よ う に 行 え ば よ い の か 。  

 
【 事 務 局 】  
 ・ 調 査 は 可 能 だ が 、 ひ と ま ず は 評 価 を 優 先 に お 願 い

し た い 。 総 合 戦 略 、 総 合 計 画 と も に 目 標 指 標 を 定
め て お り 、 そ れ に 対 し 結 果 が ど う だ っ た の か を 判
断 基 準 に し て い た だ き た い 。  

・ 総 合 戦 略 の 評 価 は 、 国 の 評 価 様 式 が 定 め ら れ て お
り （ 平 成 ２ ７ 年 度 実 績 は 定 め ら れ て い る ） そ れ に
基 づ い た 評 価 を お 願 い し た い 。  

・ 一 方 で 総 合 計 画 の 評 価 は 、 市 独 自 で 実 施 す る も の
で あ り 、 調 査 に つ い て は 今 後 の 審 議 の 流 れ に よ り
判 断 し た い 。 ま た 、 評 価 は 実 施 計 画 ベ ー ス で 判 断
し て い た だ く こ と を 予 定 し て い る 。  

 
 
会 長 ・ 副 会 長 の 選 任  

 ・ 委 員 に よ る 互 選 の 結 果 、 畦 地 委 員 を 会 長 、 太 田 委
員 を 副 会 長 に 選 任 し た 。  

 
 
諮  問  

【 市 長 】  
 ・ 「 瑞 穂 市 ま ち ・ ひ と ・ し ご と 創 生 総 合 戦 略 」 の 平

成 ２ ７ 年 度 実 績 の 評 価 に つ い て 諮 問 し た 。 （ 資 料
② ）  

 
 
議 事 「 瑞 穂 市 ま ち ・ ひ と ・ し ご と 創 生 総 合 戦 略 」 の 平 成 ２ ７ 年 度

実 績 の 評 価 につい て 

【 会 長 】  
 ・ 事 務 局 に 対 し 評 価 方 法 に つ い て 説 明 を 求 め た 。  
 
【 事 務 局 】  
・ 資 料 ① （ Ｐ １ ５ ～ ） を 用 い 評 価 方 法 に つ い て 説 明
を 行 っ た 。  

 
【 会 長 】  
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 ・ 平 成 ２ ７ 年 度 に 実 施 し た 事 業 に つ い て 各 担 当 課 に
説 明 を 求 め た 。  

 
【 各 担 当 課 】  
 ・ 資 料 ③ を 用 い 実 施 し た 事 業 に つ い て 説 明 を 行 っ

た 。 （ 全 １ １ 事 業 ）  
 
【 会 長 】  
 ・ 各 課 の 説 明 に つ い て 、 各 委 員 に 対 し 質 問 ・ 意 見 を

求 め た 。  
 
 
「 ０ １ 若 年 層 の 結 婚 へ の 意 欲 啓 発 事 業 」 に つ い て  
【 Ｇ 委 員 】  
 ・ 当 イ ベ ン ト は 、 朝 日 大 学 と 連 携 し た 事 業 と の こ と

だ が 、 参 加 者 ２ １ ０ 名 の う ち 、 一 般 の 参 加 者 は 、
ど の 程 度 で あ っ た の か 。  

 
【 秘 書 広 報 課 ・ 企 画 財 政 課 】  
 ・ 正 確 な 数 値 は 把 握 し て い な い が 、 会 場 を 目 視 で 確

認 し た 印 象 で は 、 ほ と ん ど 一 般 の 参 加 者 で あ っ た
と 認 識 し て い る 。  

 
【 Ｉ 委 員 】  
 ・ 一 般 の 参 加 者 が 多 か っ た と い う こ と は 、 既 婚 の 方

も い た と 想 像 で き る 。 事 業 実 施 後 に 効 果 測 定 の た
め の ア ン ケ ー ト を 取 っ て い る が 、 未 婚 の 方 は ど の
程 度 の 参 加 で あ っ た の か 。  

 
【 秘 書 広 報 課 】  
 ・ 未 婚 の 方 の 参 加 は 、 ７ １ 名 で あ っ た 。  
 
 
「 ０ ５ 地 域 資 源 を 活 用 し た 観 光 振 興 事 業 」 に つ い て  
【 Ｅ 委 員 】  
 ・ 市 域 観 光 資 源 の 認 知 度 、 魅 力 度 の 向 上 を 目 標 指 標

と し て い る が 、 ど の よ う に 測 定 し た の か 。  
 
【 商 工 農 政 課 】  
 ・ 平 成 ２ ７ 年 ５ 月 と 平 成 ２ ８ 年 ５ 月 に 美 江 寺 宿 場 ま

つ り 当 日 に 会 場 で 実 施 し た ア ン ケ ー ト に よ り 測 定
し た 。  
項  目  Ｈ 27  Ｈ 28  比  較  
認 知 度  61 . 2％  6 4 . 7％  ＋ 3.5％  
魅 力 度  27 . 4％  4 3 . 7％  ＋ 16. 3％  

 
 
【 Ｋ 委 員 】  
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 ・ 美 江 寺 宿 場 ま つ り な ど の イ ベ ン ト を 実 施 し て い る
が 、 イ ベ ン ト は 一 過 性 の も の に な る 傾 向 が あ る 。
今 後 、 さ ら に 盛 り 上 げ て い く た め に は 観 光 計 画 や
事 業 計 画 を 立 て 、 取 り 組 ん で い く 必 要 が あ る の で
は な い か 。  

 
【 商 工 農 政 課 】  
 ・ 今 年 度 に 観 光 振 興 計 画 の 策 定 業 務 を 行 い 、 そ の 業

務 内 で 中 山 道 沿 い 等 で の ハ ー ド 整 備 に つ い て も 検
討 を 行 う 予 定 で あ る 。  

 
 
【 Ｆ 委 員 】  
 ・ 柿 は 海 外 で 高 額 で 取 引 さ れ て い る 。 瑞 穂 市 も 柿 の

販 路 拡 大 に つ い て 検 討 し て み て は ど う か 。  
 
 
「 ０ ７ 潜 在 保 育 士 就 業 促 進 事 業 」 に つ い て  
 
【 Ａ 委 員 】  
 ・ 潜 在 保 育 士 就 業 復 帰 講 習 を 受 講 し た ４ ０ 名 の う

ち 、 復 帰 で き た の が １ 名 と 少 な い 結 果 で あ っ た が
原 因 は 何 か 。  

 
【 幼 児 支 援 課 】  
 ・ 主 な 原 因 は 、 受 講 者 が 保 護 者 対 応 へ の 不 安 や 、 自

身 の 保 育 手 法 が 時 代 遅 れ に な っ て い る の で は な い
か と い う 不 安 を 感 じ て い る こ と で あ る 。 こ れ ら の
不 安 を 和 ら げ る こ と が 復 帰 者 の 増 加 に つ な が る と
考 え て い る 。  

 
 
「 ０ ８ 創 業 者 支 援 事 業 」 に つ い て  
 
【 Ｂ 委 員 】  
 ・ 本 事 業 で 創 業 塾 を 開 催 し て い る が 、 創 業 し た い と

い う 方 を 見 つ け る こ と は な か な か 難 し い と 思 わ れ
る 。 創 業 塾 の 募 集 で は 、 ど の よ う な 人 物 、 エ リ ア
を タ ー ゲ ッ ト に し 、 ど の よ う な 募 集 方 法 を 取 っ た
の か 。  

 
【 企 画 財 政 課 】  
 ・ 参 加 し や す い 時 間 、 目 に 留 ま り や す い チ ラ シ な ど

に よ り 募 集 し た が 、 な か な か 参 加 者 に 集 ま ら ず 苦
労 し た 。 実 際 に 参 加 い た だ い た の は ３ ０ ～ ６ ０ 代
の 方 で 、 既 に 創 業 済 み の 方 が 多 く 、 参 加 者 の ８ 割
程 度 が 瑞 穂 市 の 方 だ っ た 。  

 



-5- 
 

 
【 Ｋ 委 員 】  
 ・ 潜 在 的 な 起 業 希 望 者 は 市 内 に も 一 定 数 は い る と 思

わ れ る 。 瑞 穂 市 で 起 業 し よ う と い う 気 持 ち に さ せ
る 環 境 づ く り 、 例 え ば 市 の 特 徴 を 研 究 し 情 報 発 信
す る な ど 、 市 の 取 組 み が 重 要 で あ る 。  

 
 
その他 議 事 等  

・ 次 回 会 議 を 平 成 ２ ８ 年 １ ０ 月 １ ３ 日 （ 木 ） １ ８ 時
よ り 総 合 セ ン タ ー 第 ４ 会 議 室 で 実 施 す る こ と と し
た 。  

 
 ・ 次 回 の 会 議 で は 、 各 委 員 の 評 価 を 審 議 会 と し て 一

本 に 取 り ま と る 審 議 を 実 施 す る こ と と し た 。  
 
 
閉  会  

 

事 務 局  
(担 当 課 ) 

瑞 穂 市  企 画 部  企 画 財 政 課  
  T E L： 05 8 - 3 2 7 - 4 1 2 8  
  F A X： 05 8 - 3 2 7 - 4 1 0 3  
  e - m a i l： ki k a k u @ c i t y . m i z u h o . l g . j p  

 


